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I 目的

緊張時における徽餃（心理•生理・身体）を捉

えようとするこれまでの研究をみると、主に質間

紙（内省報告）などによる意識調査に基づくもの

が多いようである 2)8)9)10)1'）。しかし、その程度は

主に被険者の主観に委ねられており、必ずしも

果が一致していないようである。

また、心拍数ば精神的緊張や胴怠によっても増

加する 6) といわれていることや、測定が比較的容

易”であることから、実際の試険や試合などで測

定され分析が加えられている 1)3)1)5)7)11)1J)l5）。これ

らの分析では「心拍数は日常や練習時に比べ試合

や試険時などで高く、緊張場面でもより緊張が強

いと思われる場面で更に高まる」ことが指摘され

ている。しかいこれらの分析では、緊張場面に

おける被険者の内省報告（態度、不安、徴候、人

格など）などと心拍数との関連づけが十分である

とはいえないようである。

このようなことから、本研究グループでは、緊

張時における被険者の内省と心拍数との関連をみ

るために、連転免許仮検定時を緊張場面に設定し、

被険者の検定に対する態度、状況不安などと心拍

数の関係について分析を行ってきた3).1）。その結

果、運転操作なとへの気がかり、あがりへの気が

かりなとの程度が弱いものに比べ強いもので仮検

定当日の心拍数が高い傾門、また、同一被験者で

は仮検定に合格した時に比べ不合格の時で心拍数

が高い傾向か示され、心拍数が検定に対する状況

不安や検定時の連宝云操作の程度などの客観的な一

指標となることを示唆してきた。

そこで今回は、検定時における受験者の徽候の

程度によって心拍数との関係を分析し、心拍数が

緊張時における徴候の客観的指標となり得るかに

ついて検討を試みたので報告したい。

なお、今回自動車教習の仮検定時を緊張場面と

して決定した理由は (1) 運転技術のレベルは

ステップ方式で受験者は仮検定時に一定の基準に

達し、ほぽ同等のレベルにある。 (2) 自動車

教習の検定では心拍数の測定が可能と思われる。

(3) 検定の合否、すなわち、成功と失敗の判定

がはっきり現れるなどである。

II 方法

1. 対象及び調査期間

調査期間は昭和60年 1 月～11月であり、山形、

栃木、東京、千葉、神奈川、山梨県などの公認自
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動車教習学校での受験生 203名（男子 185名・女

子18名）を研究対象しとているが、今回は心拍数

と徴候との関係を中心に分析したために、仮検定

での心拍数の測定が可能であった男子37名を対象

（被験者）とした。

2. 調査（測定）及び内容

(1)被験者に対して、心拍数測定、不安調査

(CSAI-2)、人格検査 (1 6 PF)、属性調

査、仮検定時での態度調査及び徴候調査を実施し

た。不安調査は検定試験の約30分前に、属性、態

度及び徴候調査は仮検定試験終了後に調査した。

但し、不安調査 (CSAI-2) は本研究に合致

するように修正を加え用いた。

(2)心拍数は仮検定当

説明時）約30~50分間、仮検定前の後部座席での

待機時（以下、待機時）約12分間、仮検定時（以

下、検定時）時約10~12分間、検定終了 5 分後

（以下、終了時）の 5 分間の 4 時期について集計

した。その集計結果を基に仮検定当日（説明時～

終了時）の平均心拍数、安静時心拍数から各測定

時にかけての増加数及び上昇率、検定当日の各測

定時相互の増加数または減少数を求めた。なお、心

拍数は10秒間隔によって採集したものを 1 分間値

に換算して用いた。

(2)徴候の程度は被験者の数が少ない関係から、

強く感じた者群（「非常に感じた」と「かなり感

じた」をまとめ 1 尺度）、少し感じた者群（「少し

感じた」）、感じなかった者群（「あまり感じなかっ

日の受験者集合時間の約

15分前から仮検定試験終

了後約30分まで継続して

測定した。また、安静時

の心拍数は仮検定日以外

の朝食前に測定したもの

を用いた。測定機器は、

H. R. メモリ MAC 

（ヴァイン社）を使用し、

胸部誘導によって心拍数

を測定した。

(3)徴候の調査は45項

目について、「非常に感

じた」・「かなり感じた」

・「少し感じた」・「あ

まり感じなかった」 . 
「全く感じなかった」の

5 尺度によって調査され

た。

3. 分析方法

(1)心拍数の測定結果

を仮検定の説明時（以下、

表 1 ．徴候 30 項目の各項目の自覚の程度（「感じなかった (1 群）」・「少し
感じた (2 群）」・「強く感じた (3 群）」）による度数

(N=37) 

No(45No) 徴候項目 1 群 2 群 3 群

1 (1) 穀勧が激しくなる 111 13 10 
2 (2) 胸がしめつけられるような気がする 27 5 5 
3 (G) 検定中に失敗しないか不安である , 8 20 
4 (7) 自分のした失敗が非常に気になる 17 10 10 
5 (9) 劣等感にとらわれる 27 7 3 
6 (11) 周囲の人が上手にみえる 22 , 6 
7 (12) 不必要な動作に力が入りすぎる 20 , 8 
8 (14) 気分的に疲れる 12 10 15 
9 (15) 自分の運転の正烈がわからなくなる 23 , 5 
10 (16) 他の人達が藷ち着いているようにみえる 23 8 6 
11 (19) 注意力がなくなる 27 , I 
12 (20) 体が震えるような気がする 27 5 5 
13 (22) 藷ち看こうと努力するがよけい不安になる 23 10 4 
14 (23) 体があまりいうことをきかない 25 7 5 
15 (24) 自分の思っていたことを忘れてしまう 24 7 6 
16 (25) いつもの考えがまとまらない 27 7 3 
17 (26) 自分の運転に目信がなくなる 22 12 3 
18 (27) 身体のコントロールがむずかしい 27 7 3 
19 (28) 試験官に恐怖を感じる 26 7 4 
20 (31) 唇がかわく 27 7 3 
21 (32) 藷ち看こうとしてもかえってあせる 25 7 5 
22 (33) 運転するときあわてる 20 11 6 
23 (34) のどがかわく 25 7 5 
24 (35) 体が固くなったような気がする 18 12 7 
25 (36 > 手のひらに汁をかく 19 7 II 
26 (37) 尿意をもよおす 32 2 3 
27 (40) 時間が短く感じる 21 8 8 
28 (41) 集中力がなくなる 27 8 2 
29 (43) なんとなしに不安を感じる , 12 16 
30 (45) 汁（冷汗）がでた 21 12 4 

影
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表 2. 徴候30項目の回転後の因子負荷量
た」と「全く感じ

なかった」をまと

め 1 尺度）の 3 群

にまとめた。ただ

し、今回は徴候項

目45項目の中から

得点の高い30項目

（対象 141名）に

ついて分析を行っ

た（表 1)。ま

た、その30項目を

因子分析（対象

141名）を主因子、

バリマックス法）

し、 5 因子を抽出

した（表 2) 。

5 因子毎に項目

の得点（個人得点）

を合計し、平均値

：：：： 1/2偏差法によ

り「低得点群（以

下、 L 群）ー・

「平均得点群（以

下、 M群）」．

「高得点群（以下、

H群）」の 3 群に

分類した（表 3)。

囚子 項 目 rl f'2 F3 " F5 h' 

F I 16 考えがまとまらない ,691 .083 .112 .449 ｷ.150 ..121 
28 集中力がなくなる ,678 .210 .306 • 165 .057 .G28 

a 15 ものごとをわすれる .656 .020 • 2 65 • 2 50 -,210 .G07 
己 14 体がいうことをきかない .G54 .301 .139 .009 •. 100 .GIO 
訓 22 迂転するとさあわてる • 647 .)52 • 2 59 ,318 -.209 .G54 .,, 

18 身体のgHさがむずかしい .635 .348 .201 • 2 57 •• 135 • 64 9 
の II i主慈力がなくなる .564 .248 .428 -.063 • 060 .575 
洪 24 f;j; が固くなった気がする • 542 • 24 6 .170 • 2 29 -, 3 1 0 .535 
乱 13 よけい不安な状態になる • 4 4 4 .372 • 226 • 353 ｷ,270 .584 

21 かえってあせる .417 .370 .270 , 326 -.4 1 2 .GGO 

f2 12 U：が只えるような磁じ .319 9. 6 7 1 • I 12 • 1()7 •. l!iO .Gl5 
fl 25 手のひらに汗をかく .219 .670 • 140 .182 ｷ.253 .Gl3 
it I ,rn が汲しくなる • I I S ,615 • 100 • 175 •• IU7 .4G7 

の神 30 汗（冷汗）でた -.005 .508 .277 .111 •• IOI .359 
洪経 26 尿立をもよおす ,155 • 4 96 • o 58 .J 13 ,003 .28G 
乱系 2 』3 がしめつけられる .15G .484 • 280 .053 ｷ,252 ,103 
(I) 8 気分的につかれる .2!ll .333 .092 • 306 -.286 • 319 

F3 6 fl!!人が上手にみえる • 1 29 .086 • 667 • 282 •. 229 .G02 
劣 10 f也人藉ち行いてみえる .141 .222 • 665 • 068 ｷ.238 .573 
等 9 投作がわからなくなる • 395 .O!JO .644 • 1~3 -.055 .U02 
ぶ 5 劣等邸にとらわれる .261 .237 .son .275 -.2oq . 5 00 
情 7 l/J 作に力が人る .378 • 1 99 .502 • 146 -.1 96 .191 

27 Ul r:~ が短く感じる .152 .153 .300 .OG7 -.077 .1q1 

" 3 失散しないかと不安 • 195 .459 ,155 • 602 -.018 .G35 
不 29 なんとなしに不安 • 2 26 .370 • 154 • 5 92 ｷ.082 .574 
安 17 迅転に日 18 がなくなる .394 .093 .382 .525 ｷ,203 • 0 26 
感 4 0 分の失敗が気になる .236 .372 • 157 .515 ｷ.154 .508 
tn 19 試験官に対して恐怖 .189 .OQ8 .430 • 4 11 -.006 . q 58 

F5 23 のどがかわく • 128 .2G5 .3G9 ｷ.004 ｷ, 701 • 714 
20 栢がかわく .152 .246 • 1 94 • 1 58 •. 692 .G24 

個 1I 伯 4.696 3.695 3.333 2.673 2.005 IG.403 
全分政百与串(%) 16,653 12.317 II.Ill 8,910 6.683 55.G7~ 

(N=141) 

注： F5 は自 11!1'11紅系の i~乱(2)

(3)徴候項目の
表 3. 徴候項目の因子分析による 5 因子の

各項目の得点は、「非常に感じた (5 点）よ 得点 (L, M, H) 群の度数

「かなり感じた (4 点）」、「少し感じた

(3 点）」、「あまり感じなかった (2 点）」、

「全く感じなかった (1 点）」を与えた。

(4)今回は、主に分析方法（ 1) によっ

て求められた心拍数を分析方法 (2) に

よって求められた徴候項目及び因子分析

結果等によってクロス集計し、平均値を

求めた。

(5)平均値の差の検定は主に t検定を

(N=37) 
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F 1 自己制御の洪乱
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Ill 結果と考察

1. 因子分析による自覚的徴候 5 因子と心拍数

図 1~5 は自覚的徴候 5 因子（「自己制御の混

乱」・「自律神経系の混乱」・「劣等感情」．

「不安感情」・「自律神経系の混乱 (2)」）の各
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図 1 自己制御の混乱 (F 1 因子）の程度による

仮検定当日の心拍数の推移
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図 2 自律神経系の混乱 (F 2 因子）の程度によ

る仮検定当日の心拍数の推移
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図 3 劣等感情 (F 3 因子）の程度による仮検定

当日の心拍数の推移
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図 4 不安感情 (F 4 因子）の程度による仮検定

当日の心拍数の推移
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図 5 自己制御の混乱 (2) (F 5 因子）の程度に

よる仮検定当日の心拍数の推移

因子の得点群によって仮検定当日の心拍数の推移

をみたものである。

全般的にみると、仮検定当日の心拍数は安静時

に比べいずれも高く、説明時から検定時に近づく

に従って漸次増加し、検定の終了と共に低下して

おり、各因子及び得点群に共通の傾向が示された。

すなわち、安静時に比べ仮検定当日で高く、仮検

定当日でも説明時や待機時に比べ緊張の程度が強

いと思われる検定時で最も高くなっていた。この

結果は先行研究3)5)13)15) と同様の傾向が示され、

心拍数は緊張場面の相違によって変動し、緊張の

程度が強いと思われる場面ほど心拍数が高まるこ

とが明らかにされた。

しかし、検定当日の心拍数の推移をみると、各

因子ともに自覚的徴候の程度によって心拍数やそ

の推移には差異もみられる。主に、各因子の自覚
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的徴候の［低い者 (L群）」と「高い者 (H群）」

を比較してみると、各測定時での心拍数は各因子

ともに検定前の説明時及び待機時に比べ検定時て

その差が大きくなっており、各因子にほぼ一定し

た傾向かみられた。各測定時での心拍数について

t検定した結果、検定前の説明時及ひ待槻時しぅ L

群と H群間には差は認められないが、検定三ては

「自己制御の混乱」 (p<O. 05入―互圭左予兵-つ

乱J (p<O. 05) 、「不安感惚＿

子の L群と H群閏 iこ亡百まて；そ二

が認められた：

1:J 

次に、 □ニ―=＝- ---；こ堪ご、二気をみると、検定

.：そて〗二..:三二、し拍増加数では各因子と

も 1 ここ戸ここ：旦言こ言□ ，こ，こ差は認められなかったが、

立こー一三――戸又考から検定時の推移をみると、

ム

え
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増
加

公

18 

＂つ 3 囚

を示す差

0-

図 6

Fl 囚子
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口 L訂図 Mff □ LIt; 

徴候 5 因子の各因―f得点の杓叫による待f；心

此から検定1]］の心 :ti'叩加款

図 6 に示すように、 L群に比へH群で増加の程度

か大きい傾向がうかがえる。特に、「自已制御の

混乱」 (p<O. 001) 、「自律神経系の混乱」 (p

<o. 05)、「不安感情i (p<O. 05) 因子に有意な

差か認められた。また、図 7 ～図11に示すように、

安静時から検定当日の各測定時の増加数をみても

「自己制御の混乱」 (p<0.05)、「自律神経系の混

乱」 (p<0.05)、「不安感情」 (p<O. 10) 因子で

は L群に比べH群で安静時から検定時の心拍増加

数も多い傾向が示された。すなわち、「自己制御

の混乱」、 I- 自律神経系の混乱」、「不安感情ー」の程

度が強い者はその程度が弱い者に比べ検定時の心

拍数が高く、また、検定直前の待機時から検定時

や通常（安静時）から検定時の心拍増加数も高ま

己傾向にあり、最も緊張の程度が強いと思われる

に閏わる心拍数や増加数に顕著に示された

といえよう:しかし、り劣等感情J 因子の安静時

から検定時 (p<O. OS) 及び待機時から検定時
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劣等感情 (F 3 因子）の程度による安静時

から各測定時の心拍増加数
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安＇i～伐了

不安感情 (F 4 因―f) の程度による安静時

から各測定時の心拍増加数
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安静～終了

自律神経系の混乱 (2) (F 5 因子）の程度

による安静的から各測定時の心拍増加数

(p<o. 10) の増加数では L群に比べM群で高い

傾向を示したが、 L群と H群間には有意な差はみ

られなかった。また、「自己制御の混乱」因子で

も待機時、検定時の心拍数 (p<O. lO~p<O. 01) 

及び安静時から説明、待機、検定時の増加数 (p

<o. lO~p<O. 01) ては L群に比べM群で高い傾

向がみられるなど、因子の種類によって仮検定時

の心拍数には異なるパターンが示された。このこ

とは、緊張場面での心拍数は自覚的徴候の種類や

その程度によって差巽のあること示すものではな

いかと思われる。

また、橋口らは先行研究 4) で検定前に盟査した状況

不安と心拍数との関係から、検定に対する不安の程

度が弱い者に比べ強い者は検定当日を通して心拍

数や安静時からの増加数が明らかに高い傾向を示

すことを指摘している。しかし、今回の検定後に

調査した自覚的徴候の「不安感情」の程度と心拍

数との関係では検定時に関わる心拍数や増加数に

はその程度によって差異がみられたものの、検定

前の説明時や待機時では明らかな差異は認められ

なかった。このように仮検定での心拍数と不安の

関係において検定前に調査した「状況不安」と検

定後に調査した自覚的徴候での「不安感情」では

異なった関係がみられた。

2. 自覚的徴候30項目の各項目と心拍数

自覚的徴候30項目の各項目の徴候の程度（「感

じなかった」、「少し感じた」、「かなり感じた」）

と心拍数の関係について図12～図14に示した。

図12は「安静時から検定時」、図 13 は「説明時

から検定時」、図14は「待機時から検定」など検

定前の各測定から検定時にかけての心拍増加数を

比較したものである。主に、「感じなかった」群

と「かなり感じた」群間をみると、安静時から検

定時（図12) では「胸がしめつけられるような気

がする (2)」「体が震えるような気がする (12) 」

「のどがかわく (23)」「体が固くなったような気

がする (24)」「i干（冷汗）かでた (30)」の 5 項
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図12 徴候30項目の各項目得点の程度による安静時から検定時の心拍増加数
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口、 9--：享寺から検定時（図 13) では「胸がしめっ

,—,; ~1 る (2) 」「検定中失敗しないか不安であ

る (3) 」「不必要な動作に力が入りすぎる (7)J

＇―他の人述が落ち着いているようにみえる

10)」「体かあまりいうことをきかない (14) 」

―唇かかわく (20)J 「体が固くなったような気が

する (24)」「尿意をもよおす (26)」「集中力がな

くなる (28)」の 9 項目、待機時から検定時（図

14) では「胸がしめつけられる (2)」検定中失

敗しないか不安である (3)」「自分のした失敗が

非常に気になる (4)」「劣等感にとらわれる (5)」

1- 不必要な動作に力が入りすぎる (7)」「体が

震えるような気がする (12)」「体があまりいうこ

とをきかない (14)」「自分の思っていたことを忘

れる (15)」「身体のコントロールがむずかしい

(18)」「落ち着こうとしてもかえってあせる (21)」

―連応するときあわてる (22)」「体が固くなった

ような気がする (24)」「なんとなしに不安を感じ

る (29)」「汗（冷汗）がでた (30)」の 14項目で

清感じなかった」者に比べ「かなり感じた」者で

心拍増加数が高い傾向 (p<O. lO~p<O. 01) み

られた。このように、自覚的徴候30項目中、安静

時から検定時では 5 項目 (16. 7%）、説明時から

検定時では 9 項目 (30.0%）、待機時から検定時

では14項目 (46. 7%) となっていた。すなわち、

今回調査した自覚的徴候項目と仮検定での心拍数

は、検定により近い測定時期から検定時にかけて

の心拍増加数でより多くの項目に差のある傾向が

みられたといえよう。また、徴候項目の種類は安

静時から検定時では「自律神経系の混乱」因子の

構成項目、検定により近い待機時から検定時にか

けての増加数では「自己制御の混乱」因子及び

「不安感情」因子の構成項目で自覚的徽候の程度

が強い者ほど心拍増加数が高い傾向がみられるな

ど、検定時に関わる心拍増加数は基準となる心拍

測定時の相違によって差異がみられた。このこと

は、緊張場面の相違によって自覚的徴候と心拍数

との関係には差異のあることを示すものではない

かと思われる。これらのことから、緊張時におけ

る心拍数は自覚的徴候の一指標と成り得るものと

思われる。橋口らは先行研究 3) において検定時に

「あがらなかった」者に比べ「かなりあがった J
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者、練習に比べ検定時で「かなりミスをした」者

は検定直前の後部席での待機時から検定時の心拍

増加数が多くなっていたこと。また、同一被験者

では「合格した時」に比べ「不合格であった時」

で待機時から検定時の増加数が多く、検定時の心

拍数も高い傾向がみられ、緊張時の心拍数は技能

の遂行能力 (performance) に影響を及ぼす可能

性が窺えることを指摘してきた。今回の刊覚的褐

候30項目とじナ打数の仇］｛系ては待機時から検定時の

心拍増加数でより多くの自覚的徽候項目との関係

がみられた。これらのことから、緊張時における

心拍数と自覚的徴候との閃係を分析することは緊

張時ての技能の遂行能力 (performance) などを

解明する手がかりとなるものと思われる。

今後、「不安」、「結果（成績・評価）」、「パーソ

ナリティ」などとの複合的な分析の必要性が示唆

される。

IV まとめ

運転免許仮検定時を緊張場面に設定し、心拍

数と自買的徴候との関係について分析した結果、

次のことか指摘できよう c

(1) 心拍数は検定に近づくに従って増加し検

定時で最も高くなり、検定の終了とともに低下す

る傾向かみられた。

(2) 心拍数と自覚的徴候 5 因子では「自己制

御の混乱一‘―自律神経系の混乱」、「不安感情」の

程度が強い者は検定時の心拍数や安静時及び待機

時から検定時の心拍増加数が高い傾向がみられた。

(3) 心拍数と自覚的徴候30項目では安静時や

説明時に比べより検定に近い待機時から検定時の

心拍培加数で差のみられた項目が多くなっていた。

また、安静時から検定時の増加数では「自律神経

系の況舌L」因子の構成項目、待機時から検定時の

増加数ては「自己制御の混乱」及び「不安感情」

因子の構成項目で自覚的徴候の程度が強い者ほど

心拍増加数か高くなっていた。

今回は連転免許仮検定時の心拍数と自覚的徴候

との関係に限られた。今後はスポーツ場面での分

析を進め、更に、緊張時における心拍数と自覚的

徴候との関係について検討を加えたい。
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